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低雑音な電源  

木下＠木下電機 

 PSRR の小さい回路要素はいくつかあるので低雑音な直流電源が必要になる場合

がちょくちょくあります。 OPアンプを使ってもPSRRは有限なのでPSRR以上の低雑

音を望む場合にはやはり電源での対策が必要になります。汎用品の 7805 あたりだと

出力にコンデンサをぶら下げても@1kHz で 500nVRMS/√Hz 程度なので 40dB の

PSRRがないと出力にも影響が出てくるでしょう。 

 

秋月で売っている低ノイズ電源がお手軽そうでした。 

http://akizukidenshi.com/catalog/g/gK-06194/ 

TI の TPS7A4700 はバンドギャップリファレンスの出力に LPF をつけてローノイズ

OPAMPで出力する構成です。 

 

図１ TPS7A4700のブロック図 

100kΩと CNRの LPF でノイズを落とせます。 ただし、この構成だと超低域（0.1Hz 以

下）のノイズは落としづらいですね。 

そしてこれが出力ノイズレベルです。測定器は HP89441A ACのみ 50Ω終端です。 

http://akizukidenshi.com/catalog/g/gK-06194/
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図２ 秋月の TPS7A4700の低雑音電源キット 出力ノイズ 

キットの CNRが 0.1μFのため LPFで落ちなかったノイズが見えています。 

1kHz以下があんまり良くないので CNR 端子に電解コン 10μFを追加してみました。 

 

図３ 低雑音電源キットの CNR端子に 10μF追加 出力ノイズ 

fc=0.16Hzになってかなり落ちてます、測定器のノイズフロアが見えてきました。 

もうちょっと下まで見たくなったので、20dBの AMPを付けました。 
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マイナス電源をスイッチトキャパシタで作っているので、28kHz のチョッパノイズが出ま

すが今回の計測帯域外です。 

 

図４ HP89441A＋20dBAmpのノイズフロア 

50Ω終端したら 1kHz で 50nVRMS/√Hz ほどなので入力換算で 5nVRMS/√Hz が見え
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るようになりました。 

 構成は 5532でゲイン 20dB、電源は鉛バッテリーと LT1054で作った負電圧 

スイッチトキャパシタなのでスイッチ周波数 25kHzが結構見える。 

LT1054出力にぶら下げるコンデンサを1000uFにするとかなりノイズ小さくなりました。 

そしてこの 20dBAMPを追加し改めて TPS7A4700の出力ノイズを測定すると 

 

図５ 20dBAmp付加して TPS7A4700+CNR10μF のノイズフロア 

@1kHz で 160nVrms/√Hz なのでだいたい 16nVrms/√Hz ぐらい出ています。秋月

で実装済みキットが 1,100円 すぐ使えるので 悪くないかも。 

デバイス単体なら DigiKeyで@683(1個) 
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 ちなみに最近瀬川先生にアドバイスいただいて試作してみた電源の出力ノイズもみ

てみます。 

 

図６ 試作した低雑音電源のノイズフロア 

 

TPS7A4700には負けてしまいましたが、低雑音電源構成のヒントは得られました。 

ただし超低周波域を良くするには LPFでは限界があります。（起動速度が遅くなる 

もともと超低周波域のノイズレベルが低いリファレンスを用意する必要がありますが、こ

ちらも良いものがあったので今度試してみたいと考えています。 

 

 

 

 

 


